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三 巨子力委 彙会 の招 きで来 日した英甲

言 原子力公社研究担当理事ジ ョン・ コ 三

= ッククロツト卿は1週間滞在、23 ≡
言 由に帰国しましたo同博士はこの 垂

☆ます。しかし本当にコ博士は我々

の疑間をすべて解決してくれたので

しょうか。まだまだ安心するのは早

いという学界筋の意見は消え去 って

はいないようですo安いできる原子 菫
~                         ・       ごコッククロフ ト卿は何を残して行 三Ξ 紋返して■叩を行いました。関係者の間では、もう : 力発電蕉期待し1

三 これで 安`全問題 は解決 したま とす る向 きもあ り★ : ったかを検討 してみま し ょう。

いいますが、純粋 の発電炉の場合、

経 済的 に引 き合 うためには、その焼

燃 率 が 1トン当 た り3000メ ガ
"日

クこな

らねばな らぬ といわれてい ます。

◆… この点 について、 コ博士 は

「 経済的見 通 しては、燃料要素 は

3o00メ ィ7日の琴甲に耐えられ,
と 想ヽ定、 しています。 初`期の

段 階、、では溶接 の失敗 や小 さな亀

裂 による破損 があるかも しれ ませ

んので直 ちに完全な 目`標は 、に

達 しないかも しれません。 しか し

この ヨ標 を達 成できる もの と確信

く鉾
、験 と努力 で

子
れ を

摯 す |と
ン 電`できうとド期待ヽ しています」

'と 述べているのです。

畿鐙1寃威
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すべて将来への
｀
離信、と

｀
蝠待、

◆・・
`コ

ッククロフ ト卿は、原子力委

員会をはじめ、原子力発電会社、原

研、学術会議、産業会議など観光の

ヒヤもないはど懇談を重ねましたが

この話を問いた石川一郎原子力委員

は発電炉について「安全性について

確信が得られた 」といいヽ安川第五

鷺冒麓 貴箸テ曇」F心
感が

◆・・:しか しはた して コ専士は、改 良

型発電炉について、 これまで知 られ

なか ったよ.う な新しい事実を示した

のでし ょうかoあ るいはまた、改良

型発電炉が 絶`対に安全であり、必

ず経済的にも引き合う、という「言

質」を与えて行ったのでしょうかo

一―コ博士の発言はほとんど19日 に

砂防会館で行なった 英`国における

原子炉発電計画、と題する諄演草椰

をもとにしたものですから、これを

中心に正確に検討してみましょうo

◆",コ ■ルターホ■ルの発電所は軍

事上必要なプル トニウムを生産すう

と同時に、電力を生産する両目的炉

です。つまり天然ウラン燃料の連鎖

反応による 黎熱、をとり出すと同時

にヽ天然ウランの中の大部分 (99・

3標 )を占めるウラン 238は中性子

を受けて爆弾になるプル トニウハに

変わるので、これをとり出すのがね

らいです。プル トニウムには 239、 2

40、  241な どがありますが、核分裂

をして爆弾になるのは 239だ けです

から、これだけをたくさん作るには

余り長く燃してはだめなのですo

●…ところが、発電だけを目的とす

る場答には、燃料をなるべく長く燃

してできるだけたくさんの熱を取り

出さないと、燃料費が高くついて損

になります。燃料からどれだけの熱

誤差の大きヽ``推定値
◆…ところで、3000メ ガ嚇日を目標

にしてヽ燃料を長く原子炉の中に入

れておくど問題になるのが、いわゆ

る 温`度係数、の問題ですo

燃料を長 く燃していると、天然ウラ

ン中のウラン 238がプリレト==ウム 2

39に なる量が次第にふえてきますo

はじめは 天然ウ ラ ンの核 分裂の連

鎖反応によって、燃料や減速材の温

度が上昇すると、熱膨張で密度があ

らくなるという理由で、逆に反応の

度合が低 くなるというつごうのよい

性質があり、原子炉自身が自ら制御

する安全な状態にあります。ところ

がプル ト尋ウムがふえてくると、減

速材の温度が上 ったときに反応の自

己 鮨」御の 能力が なくなる (こ れを

プ`ラスの温度俸数、を持つといい

ます)ので危険なのです。

◆…この点についてコ博士の説明は

「計算によると、出力上昇の変イヒ

が倍になる時間 (時定数という)

は約 2分であるのに対して、自動

制御の方は秒の単位で働 くから制

御はむずかしくはない」

というのです6しかし原子力委員ら

との懇談の席で

「温度係数そのものの指定値は、

コール ダーホールの 実際の 場合

と比較 して 約30傷の 誤差があっ

た。時定数の推定はもっともむず

かしいので、その誤差 はもっと大

きいかも しれない」

と述べたといわれますoつまり、こ

うした
~値

は、計算上の 推定 であっ

て、コ ッククロフ ト卿自身も確信を

もっていいきれる数字ではない、と

0ま っきりをヽ っているわけです。

◆…コ博士は決 して3000メ ガ嚇日が

必ずできるとも、ましてや達成でき

たともい ってはおりません。あ くま

でこんごの努力に期待 しているので

す。そして実際の経験については次

をとり出すかの単位を 燃`焼率、と

轟   ―

のように述べています。 ~

「現 在まで コール ダーホ ールで

何`本かの、燃料要素から生 した

最`高、の熱は、 トン当たりにし

て1200メ ガが日でした。このぐら

いの照射では軽微な欠SFH(熱膨張

によるサヤのヒズミなど)以外に
:

は損傷しませんでした」

◆…このことは、燃料要素 (ウラン‐

をマグネシウム合金のサヤで御んだ

もの)それ自体が、壊われなか った

ということです。つまり冶金学的に

は、燃料そのものは大文夫だ ったと

いうことだけをいぅているのですo

炉全体の経験としては、コールダ‐

ホールでの 450メ ガ殊日までの数字 |

を示しただけなのです3しかぢコー

ルダーホールでの経験というのは、

その程度の燃焼率のときに、ごくわ

ずかな変イヒを与えた実験であってヽ

いかなる変化にも対応できることを

示しているわけではありません。

不確定要素も多い
◆…コ博士のこうしたいろいろな場

所での説明は、去る 9月 にジュネー

プで行われた第 2回原子力平和利用

会議で、英国が提出した論文 とくら

べて 目`新 しいこと、はますほとん

どあり球せん。このことは原子力発
:亀

会t「_め妾川社長も認めています01

コ待士 |ま「 将来 は 3000メ ガト 呂

も達 戒てき 3こ とを 確`信、 し、 温

度係数も 告u御 でき る 自`信゛があ

る」とい っているだけなのです。

しかも原子力委員らとの懇談では

「 わからないことが全 くないわけ

交通事』
◆…英国でも3000メ ガ嚇日まで燃え

ないと経済的に引き合わないとい う

ていますが、もしそこまで燃えなか

った時にはどうするのか。

「 3000まで行かないときに |ま 、使

用ずみの燃料を高 く買い戻すこと

によって埋めあわせる。しかし燃

■
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ではない。たとえば長く燃料を燃

すとプル トニウム 241がたまるが

この物員については各国とも物理

的性質はまだわかっていないJ

と、まだわからぬ不確定要素がある

ことを明言さえしているのです。 レヽ

ろいろな事故が重な ったらどうなる

かも検討の必要があるわけです。

歯と同 じで鐘慧亀ヽ
焼率を高めるには、運転を上手に

やるかどうかに力1か ってレヽるので

運転者が最善の努力をすることを

奨`励、するような値段にしてあ

て5」

つま り発 電 コス トを 完 全にカバー

して いな いの です。ところが 英 国

の国内では、もし3000メ ガ外 国まで

滓 しなからたときには発電コス トが

3000メ ガか日まで燃やした時の値段

になるように買い戻 し値段を決めて

いると伝えられています。そのとお

りだと重れば、英国内では発電コス′

卜そのものが一定になるようになっ

ているのです。ところが日本の場合

は、もし3000までいかないと発電ゴ

ス トは高くなることになります。票

手倶りからいえば、それほど燃焼率に

自信があるのなら、英国内と同様の

条件にしてkれ てもよいではなレヽ
か、といいたくなるのが人情ではな

いてしょうか。

◆■̈英 国は 国の 政策と して、この

発電炉を輸出することをね っている

のです。英国の責任者であるからに

は自らの売 り物を「大文夫です、お

買い下さい」とい うのは当然のこと

でレようoしかしコ博士は「 まだわ

からぬこともあるが将来は確信があ

る」と正 直に いってぃ る の です。

「 コ ッククロフ ト卿がいったから安

全́だ」とい うような考えは、科学的

Z鵞警瞥言ζ「 [:||llli[ ]]||夕 |:]III[』 ]ii[
る英原子力会社の使 力もあるノーベル受賞学者をもつてい

者としてやつて来ただけの成果を収め ると
=ろ

Jま いかにも英国らしい。
て帰つたようだ。わが原子力界のトッ  尻つiま みの臨時国会で危うく生き残
プ:レ ベルをそぅえて行ちうけた形だ つて参院の審議にかかる6法案の中に
が、ただ1日 の

｀
懇談、を行なつただけ 科学技術会議設置法案がある。これも

ァ、コ■ルダーホール型発電1炉 の疑問 デ界で甲尋つ多ぃ法案だが、署は澤営
も不安も大方解消させてしまつたなに いかんiこ ある。すべて事が決まる前に
思えるのは大した説得力といわねばな 学界の要望を政治にいれさせるだけの

らぬ。本人が帰つてしまつたあとで、 くふうと力とがほしい。

て紡績 に使 われ る

合成 ゴム ローラ‐

にたまる静電気の

量 を 減 ら す 研 究 を 熱ざ に や っ

たoその途上で合 成 ゴ ムの示 す

高 い電気抵抗 を正確 に測 定 する

装置を考案した。これ

'ま

どれだ
け静電気を大地に逃が してゃれ

ばよいか とぃぅことを、レヽろい

ろなゴムについ

て比較するため

に必要だったの

である。

ところが当時は

経済の安定 しな

い時 代 で、 警 察 を 困 らせて い

た問題 に変造 印紙 と い う の が

あ つた。 これは 取引高税 その他

に使 う 1枚 1万円 とい った高額

の使用済印 紙 を 盗 み出 し、消 印

を化学的 に消 して売 る とい う犯

罪 であ っ た。 この問 題 を担当 し

ていた警視庁 のM技師は 多数 の

印紙 の中か ら この変 造 印紙 を鑑

定 す るのに大へん 苦労 して、私

どもの研究室 にも相談 に きた。

原子力の開発を進めるには多少のア

ドベンチ ュアが必要なことはいうま

でもありません。

◆…「 自動車事故に くらべても安全

だ」などという話が安全を強調する

ために持ち出された りします。 しか

し原蓄 の表 は、ち ょっと違うの

です。将来の子孫にまで影響するの

ですoしかもこれまでの事故はみん

なとんでもない ことや、人間のミス

が原因で起 こっているのです。「バカ

でも大文夫」というぐらいまでゆか

なくては、本当に安心はできないの

です。

米国のマンチェスター ,ガーデ ィア

ン紙(10月 7日 付)さえも

「 死の灰への怒 りは核実験が中止

いろいる考えてい るうちに、研

究室の学生M君の発 案で、たま

たま研究室にあ った合成 ゴムの

抵抗浪J定装置を 印紙鑑定 に使 っ

てみると、 変造と思わ れる印紙

と幕正 の印紙では、た しかに電

気抵 抗に かなりの 差 のあ る こ

とがわかりヽK助 教授やM技
師が中心にな って、 芳りに 変 造印

紙 鑑定 器 をつ くりあ iFた。 こ

の器械 はその後 の 印紙 鑑定 に大

いに貢献 した。

消印に使 った薬

思  警の早一湿度に
おける電気抵抗

`に 相当の変化があ0こ とを 利用

したものだが、 このよ うな発明

ではほんのわずかな偶然が 、ま

ったく異 った分野の 2つの問 題

を微妙に結びつける ものだ、 と
|

い うことをし

み しみと味ゎ

わさ れた。

(東京 理 科 大

教授・ 理博・

高 分 子 化 学 )

‐ され るまで消 え去 らぬである ぅし

原 子炉の安全筆に対 する人 々の関

心はたとネ少し翠性の欠けた感情
家 が運転 しても、卿 象に安全 を確

保されることを示す経験が得られ
るまで鎮まらないだろう」

と述べています。

いったん事故が起 こればどんな こと

になるかゎからぬ原子炉のことだけ

に「 交通事故 と くらべて安全 だ」な

どといゎず、ぁ らゅる検討 を重 ね災

害補償 な ども十分準備 して、慎重 の

うえに も慎重 に…… と願 ゎず にはい

られな いの が国民 の気持 で し ょぅ。

注■ メガが 日とは原子燃料 が原子炉
か ら取 り出され るまで に燃 えでな く
な った核分裂性物質の割合 を示す単
位 で、3000メ ガリ 日は 1トンの燃料当
た り7200万 .・●外時 の熱 を発生するま
で燃やす ことをい うb
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つ いての解説書 は多 いが、 この書 は
独 自 の清新 なスタ イル をも っ て ぃ
る。研究心 の 盛んな 働 く人 たちの
教 養 に役立 てるため書 かれた天体物
理 の話 だから、 文章 は平 明だが内容
はむ しろ高 い レベル を保 っている。

一―宇宙の認識 を通 して、唯 物論 を
自然科学の分野で理解させよう=一
というねらいで一員 しているから、
随所に著者の主観、主張が強 く出て
おり、遠ぃ 天体を 身 近に引寄せて
考えさせるくふうに新しさがある。
(新 日本出版社・ 270円 )   |


